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研究成果の概要（和文）：・2015年度：メンバーのこれまでの研究内容を共有すると同時に、「宗教組織の経
営」という問題をいかに共通の枠組みで分析しうるか議論した。・2016年度：前年度の議論を踏まえ、経済人類
学者（住原則也氏）、宗教社会学者（白波瀬達也氏）を招き、シンポジウムを開催した。そしてその成果を
『「宗教組織の経営」についての文化人類学的研究』（2017年、南山大学人類学研究所）として刊行した。・
2017年度：前年度までの議論を踏まえ、「宗教と社会」学会（2017年6月）において、宗教社会学者（西村明
氏）をコメンテーターとして招き、「宗教組織の「経営」についての民族誌的研究」と題するテーマセッション
を開催した。

研究成果の概要（英文）：In 2015, we shared the contents of the research on religious organizations 
that members had conducted individually, and discussed how to analyze the issue of "management of 
religious organizations" in a common framework.In2016, based on the discussion of the previous year,
 We held a symposium inviting an economic anthropologist (Dr. Noriya SUMIHARA) and a religious 
sociologist (Dr. Tatsuya Shirase). The results were published as "Cultural anthropological research 
on the management of religious organizations" (the Institute of Anthropology of Nanshan University).
 In 2017, based on the discussion of the previous year, we held a theme session entitled "The 
Management of Religious Organizations" at The Japanese Association for the Study of Religion and 
Society, inviting a religious sociologist (Dr. Akira Nishimura) as a commentator.

研究分野：文化人類学

キーワード： 宗教　組織　経営　民族誌　人類学

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
現代社会における宗教現象の動態という
問題について、宗教人類学・宗教社会学では、
主に「宗教の需要側」に注目した研究がなさ
れてきた。つまり近代化と総称されるような
社会変動に伴い、宗教への需要が低下・多様
化・個人化している、といった議論である（大
塚編 2002; 田辺編 1995; Casanova 1994; 
Wilson 1976など）。しかし社会変動がなぜそ
のような需要の変化をもたらすのかという
問題を、十分に説明できているとは言いがた
い。したがって宗教の世俗化／再活性化、個
人化／公共化といった相反するイメージが、
同じ社会変動というコンテクストによって
説明されるという状況になっている。こうし
た問題を克服するためには、社会変動と宗教
的需要の変化の動態的関係を、具体的に説明
できるような新たな方法論が必要である。 

 
２．研究の目的 
近現代の社会変動に伴い、宗教組織もまた、
企業と同じく「経営」という問題に直面して
いる。つまりいかなる目的をいかなる方法で
達成するのか、各宗教組織は常に決断と反省
を迫られるようになっている。それでは宗教
組織は実際に社会変動にどのように対応し
ているのか。つまりどのように「経営」され
ているのか。本研究ではこの問題について、
アジア・アフリカにおけるイスラーム圏、キ
リスト教圏、仏教圏を事例として、現地調査
を通じて実証的に明らかにする。それによっ
て現代社会における宗教組織の実態に迫る
と同時に、各地における宗教と社会の動態的
な関係を浮き彫りにする。さらにその手法を
モデル化することによって、宗教研究の新た
な方法論を提示することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
こうした問題意識のもと本研究では、「宗
教の供給側」、つまり宗教組織の活動に注目
した研究を行う。本研究を構成する代表者・
分担者は、アジア・アフリカのイスラーム圏、
キリスト教圏、仏教圏の宗教組織について、
文化人類学・民俗学の立場から長期に渡り現
地調査を実施してきた。そこで本研究では第
1 に、現地調査を通じて、各宗教組織の活動
について「経営」という統一的な視点から明
らかにする。第 2に、こうした宗教組織の活
動が、各地でどのような宗教現象をもたらし
ているかを明らかにする。第 3に、個別事例
を比較検討することによって、共通点・相違
点を浮き彫りにすると同時に、「宗教組織の
経営」に注目した宗教研究の新たな方法論を
提示する。 
 
４．研究成果 
本研究の結果、以下のような問題点が浮か
び上がった。 
第 1 に、「経営」という概念をどのように
捉えるか、という問題がある。本セッション

では、「経営」を「特定の経営主体の試行錯
誤」として捉えた。しかし議論を通じて明ら
かになったのは、「経営」という現象は、当
事者であっても統制できるものではなく、む
しろ彼／彼女らの思惑を超えた事態が次々
と生じる中で展開する、それ自体が一つの生
命のような動態的なプロセスであるという
ことであった。したがって、特定の経営主体
がどのように考え、何を行ったかという問題
よりも、そうした考えや行動を含め、様々な
要素が絡み合いながら均衡が形成される、あ
るいはそうした均衡が崩れていくプロセス
にこそ、焦点を当てていきたいと考えている。 
第 2 に、「カネ」の位置づけ方という問題
がある。本セッションでは、「カネ」の問題
に特別な注意を払った。つまり、財をいかに
獲得・所有・使用するかという問題こそが、
経営の根本的問題であると考えた。しかし議
論を通じてみえてきたのは、経営というプロ
セスは、カネだけでなく、カネを含む多種多
様な「財」（聖地や聖なるモノも含む）、「ヒ
ト」（組織の構成員）、「言説」（活動について
の内外の評価、教義的位置づけなど）という
諸要素が、それぞれ独自の論理をもって相互
に影響を与え合いながら展開しているとい
うことであった。つまりそのダイナミズムを
明らかにするためには、カネだけを独立変数
として前提とするのではなく、現場において
どの要素が独立変数あるいは従属変数とな
っているか、それがいかに変化しているかと
いう絡み合いに注目する必要があると考え
る。 
 第 3 に、「組織」の捉え方という問題があ
る。本セッションでは、ある宗教現象に関わ
るアクター全体を、一つの組織として捉える
見方を提示した。しかし現実には複数の組織
が関わっているわけで、こうした見方には無
理がある。むしろわれわれがみたかったのは、
組織（群）を一つの要素として含みこむよう
な、より抽象的な仕組み・システム、あるい
は「制度」とでも呼べるようなものであった。
つまり「宗教組織の経営」というテーマで捉
えたかったのは、「宗教制度の形成・変容プ
ロセス」という事象であったということにな
る。以上のような反省を踏まえ、今後の研究
を進めていきたい。 
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